
問いを作るワークショップ 
積極的なグループワーク 

 

  

 

 

 

１ ねらい   

・高等学校学習指導要領「総合的な探究の時間」の目標に準じて活動を体験する中で、社会で求められる総合力を

育むために、探究の学びを通して、学びに向かう力、人間性、知識・技能、思考力・判断力・表現力をより強化す

ることを目指す。 

 

２ 期日／参加人数   

令和４年９月２０日（火）・１１月１４日（月） 高山西高等学校１年生３５名 

 

３ 講師   高山市飛騨高山プロモーション戦略部 ブランド戦略課 課長 池上 麗子氏 

株式会社プロジェクトデザイン 富山オフィス 長瀬 めぐみ氏 

株式会社Ｅｄｏ 取締役副代表 盤所 杏子氏、手嶋 穂氏 

 

４ 活動の様子 

    

 

11月 14日 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめ 

 

【教育事業】 

全国高校生体験活動顕彰制度「地域探究プログラム」 
【探究】オリエンテーション合宿 

緊張がほぐれて、主体的に取り組みました 飛騨の魅力を再発見！！ 

課題の地図を描く練習ワークショップ 

地方創生ＳＤＧｓカードゲーム 

・昨年度は、コロナの関係で４回中３回がオンラインとなったが、今年度は、対面で行うことができた。対面で実

施することで、生徒たちの様子が確認でき、コミュニケーションを図ることができた。 

・１回目は、飛騨に関わることを中心に講義やＳＤＧｓカードゲーム、２回目は２年生に向けて地域探究に関わるワ

ークショップを行った。内容については、企画指導専門職が提案し、参加校の先生と事前に打ち合わせや相談

をして決定した。事業直前にも講師の先生を含めて打ち合わせを行い、共通理解を図った上で安心して事業

に向かうことができた。内容を含めて、きめ細かい打ち合わせをしたことが満足度の向上につながった。 

 

９月２０日 

積極的なグループワーク 問いを作るワークショップ 

１１月１４日 


